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地域医療介護総合確保基金（介護分）を活用した令和８年度事業の主な取組事業 

について 

 

＜介護関係（オレンジ表紙）＞ 

【長寿介護課所管】 

〇新規事業 

・介護施設等の集約・再編支援（区分③） 総事業費：事業主体にて積算中 

 高齢者人口の増加が見込まれる都市部等又は介護サービス等の需要減少が見込まれる中

山間・人口減少地域等において、２以上の介護施設等の集約・再編を行うことにより、介護

ニーズの変動に対応しながら、将来にわたり介護サービス等を安定的かつ継続的に提供する

ことを目的とする 

 

・伊賀市介護人材確保育成プラットホーム構築事業（区分⑤） 

総事業費：710千円 

 伊賀市全体の介護人材確保のために事業所の垣根を超えて官民協働で普及・啓発・教育を

実施するためのプラットホームを構築する 

 

・介護職員初任者研修等助成事業（区分⑤） 総事業費：500千円 

 介護関係の資格を有しない初任段階の介護職員に対する研修（介護職員初任者研修等）に

係る経費を支援 

 

・介護支援専門員研修助成事業（区分⑤） 総事業費：1,875千円 

 市内の介護サービスを提供する事業者が、その事業所に勤務する介護支援専門員に係る法

定研修の費用を負担した場合に、事業者に対し費用を助成 

 

・介護支援専門員資質向上研修検討委員会実施事業（区分⑤）  

総事業費：1,191千円 

 介護支援専門員法定研修の実施方法の見直しや制度設計等を検討する研修企画・検討委員

会及び研修向上委員会の開催を実施  

 

・介護支援専門員研修受講料補助事業（区分⑤）総事業費：5,784千円 

 県内の介護サービス事業者が、その事業所に勤務する介護支援専門員に係る法定研修の受

講料を負担した場合に、事業者に対し費用を助成 

 

・介護予防実践者アドバンス研修会（区分⑤）183千円 

 基礎的な介護予防研修を修了した人やすでに介護予防事業に携わっている人を対象に、よ

り専門的・応用的な知識やスキルを深め、現場で指導的立場や高度な業務に対応できる人材

を育成するための研修会を開催する 

資料４－２ 
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〇変更（一部新規）事業 

・外国人介護人材マッチング支援事業（区分⑤） 総事業費：23,000千円 

 （令和８年度変更箇所） 

 海外現地情報発信事業、インドネシア介護人材インターンシップ事業 

 

・介護生産性向上推進総合事業（区分⑤） 総事業費：20,000千円 

 （令和８年度変更箇所） 

 介護テクノロジーやケアプランデータ連携システムの導入支援、経営基盤の強化や経営状

況の改善等の分野の専門家を加えるなど、支援体制の充実を図る 

 

※例年行っている「介護テクノロジー導入支援事業」は、令和７年度補正予算（補助金）に

より事業を実施するため、基金事業として計上していません 

 

〇継続事業 

・地域密着型サービス等整備等助成事業（区分③） 総事業費：事業主体により積算中 

 高齢者が住み慣れた地域で介護サービスを受けられるよう、地域密着型施設等の整備を行

う市町等を支援する 

 

・介護施設等の施設開設準備経費等支援事業（区分③） 総事業費：事業主体により積算中 

 介護施設等が開設時から安定して質の高いサービスを提供できるよう、開設準備等にかか

る費用を支援する 

 

・介護現場における多様な働き方導入モデル事業（区分⑤） 総事業費：30,000千円 

 多様な働き方の導入モデルとして実施し、効率的・効果的な事業運営を行い、その成果を

普及させることにより、多様な層の介護分野への参入を促進 

 

・認知症地域医療支援事業（区分⑤） 総事業費：6,390千円 

 医療従事者（医師、歯科医師、薬剤師、看護師、病院勤務の医療従事者）に対し、認知症

の人や家族を支援するための必要な知識・技術を習得するため、国の標準カリキュラムに基

づいた研修を実施 


